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要 旨 被服製作において， アンプレラ ・ プリーツスカートの製作上の問題点に， プリーツ折り山の

ねじれや揖線の乱れが挙げられる。 このねじれの京国が， プリーツセット前の適正な伸ばし処理の有無

に起因することは， 前報1)で示した。 本研究では， 熱可塑性のあるポリエステル素材3種を用いた。

布の伸ばし方法を， 前報の結果から(1)最大によく伸ばす(2)最大によく伸ばした後， WLで伸びた分量を

引き上げる， の2通りとし， (1)(2)の処理を施した各素材に， 手折りでプリーツセットを行った。 また�IJ

に， プリーツ加工業社に依頼し(1)伸ばし処理なしと， (2)多少手で伸ばし処理を行った加工プリーツを各

素材で折ってもらい， 素材別のプリーツセット前処理の伸ばしと， プリーツセット後の折り山に現われ

るねじれの形状を， 比較・考察した。 その結果， ポリエステル・ ジョーゼットA，Bは， r最大伸長処

理後， WL全引上げ」処理を行い， プリーツセットしたものがよい。 Cタフタは， 伸ばしは2cm程度

がよい。 平面重のある布は， r最大によく伸ばすJなどの結果を得た。

I は じ め に

アンブレラ ・ プリーツスカートの美しさは，

裾広がりに折られたプリーツが， 体の動きに合

わせて流動する優雅さにある。 しかし， 静止時

に時折， プリーツ折り山のねじれや裾の乱れを

見かける事がある。 これは， アンプレラ ・ プ

リーツスカートの構成上， 生じ易い特徴であ

り， 問題点でもある。

アンプレラ- プリーツは， たて， よこ布目を

含む1 / 4 円の， 円の中心から放射状に折り山

を作るので， 着用後バイアス布目が伸び， その

プリーツ折り山にねじれが生じ， 裾線も

乱れてくる。 したがって， プリーツ製作上の前
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処理として， I伸ばしJを行うことが必要とさ

れている。 前報1)では， 薄地のポリエステル ・

ジョーゼットl種について， 事前の「伸ばし」

処理として， (1) I最大に伸ばすJ (2) I最大に伸

ばした後， WL ( ウエストライン) で伸びた分

引き上げるJ の 2種に， ほぼ安定した プ

リーツ製作の結果が得られた。 しかし， (1) I最

大に伸ばすJ処理は， 正方形の布を菱形に変形

させることであり， (2)は一旦最大に伸ばした布

を引き上げるため， そのテクニックの良否が後

のプリーツ製作に影響するので， 初心者には難

しい。 本研究では， 熱可塑性のあるポリエステ

ル・ ジョーゼット 2種と， タフタl種を選択し

た。 そして， 前報での前述(1)(2)の方法を用いて

実験を行った。 また， 同じ素材で業社に加工プ

リーツを折ってもらい， 手折りプリーツと加工

プリーツの， 素材別の事前処理方法とその後の
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47 x 33 I 0 . 20 I 73 I 0.37 I 19 16 

Bポリエステlレ 10 I 10 I 78 x 35 I 0.34 I 109 I 0 . 32 I 30 21 ジョーゼット

Cタフタ 織I 10 I 10 I 62 x 34 I 0.17 I 83 I 0.49 I 45 41 

プリーツ形状を考察した。

E 試験布の諸元

試験布は表1 Vこ示す通り， 熱可塑性があり，

プリーツ素材として用いられる事が多い， A

ポリエステル ・ ジョーゼット， A より布に重

みのある， Bポリエステル・ ジョーゼットと，

Cタフタの 3種類を選択した。

盟 小試t験布による伸長実験

3種の布の， プリーツセット前の処理方法を

把握するために， 小試験布で実験を行った。

1. 試験布の大きさと基準線の設定

図lのように， 周囲に 1cm の縫い代をつけ

た35cm 平方の布に油性サインペ ンで， たて，

よこ5cm おきに点描で印をする。 さらに， 0

点を起点に， 10 cm， 35 cm， 25 cmの位麓に弧

線を描き， ウエストライン， 裾線， その中間と

仮定した。 布は左 バイアス方向とした。

2. 伸長実験

2-1 最大伸長処理

0点を起点に， 十 アイ口ンjで放射状に

最大に引っ張り， アイロンセットする。 この

時， たて， よこ布自の外側線が， なるべく弓な

りにならないようにする。 アイロン温度は160

OC，-..__，1800Cとし， アイロンは成面が平ら

があり， 温度調節機能っき小林 アイロン5号を

使用した。

( 24 ) 

匿i 基準線の設定

2-2 最大伸長処理後， WL全引き上げ

最大伸長で伸ばした布の， WLでの弧線の変

形を， 元 の弧線にもどすように和を操作して

WLで国定する。 アイロンを使用しない。

以上の 2 つの方法を 3種の和で行った。

3. 結果及び考察

各試験布の操作別の結果は， 関2 の通りであ

る。 試験和の測定点と弧線が， 操作後変化して

いることがわかる。

3-1 最大伸長処理

3種の素材とも， 45。バイアス中央がよく伸

びている。 伸びのJI贋は， A， B， C の!槙となっ

た。 閉じポリエステル・ ジョーゼットでも， お

はA より弗に織りの粗さと弾力があり， 伸ば



Aポリエステル・ ジョーゼット Bポリエステル・ ジョーゼ、ット Cタフタ
(最大伸長処理)

Aポリエステル・ ジョーゼット 8ポリエステル・ ジョーゼット Cタフタ
(最大伸長処理後、WL全引上げ)

図2 1]\試験布の伸長実験

した後にもどり感がある。 Cタフタは硬く伸ば

しにくい。

3-2 最大伸長処理後， WL全引上げ

450バイアス中央部は， I最大伸長処理jの伸

びがそのまま残っているが， たて， ょこ布自に

近い部位では， WL引上げ操作の結果， 伸びが

もどされていることが分かる。 試験布A， Bに

おいては顕著である。 しかし， Cタフタは布が

硬く， 浮きが現われた。

アンブレラ ・ プリーツスカートを製作する

際， 事前伸ばしを行っていても， ねじれが現わ

れ易いのは， たて， よこ布自に近い部位であ

る。 前報で「最大伸長処理」 は， 美しく安定し

たプリーツ製作を可能にした。 しかし， たて，

よこ布自のすぐきわから， 急激な布自変形が超
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きていることに注自した。 急激な布自変形は，

スカートの接ぎ自を目立たせると推測する。

たて， よこ布自の， すぐきわからの念、激な布

目変形を押 えるためにIWL全引上げ」を行い，

試験布A， Bは予測通りの結果となった。 Cタ

フタの IWL金引上げJは不可能と判断した。

小試験布の結果をもとに， 実大試験布で実験

を行った。

五J 実大試験布による実験

1. 試験布の大きさと基準線の設定

閤3 のように， 布は広幡を使用し， 周間に縫

い代をつけた1 00cm 平方の布に， たて， よこ

10 cmごとに測定点を点描した。 そして， 起点



ウエストライン

中関 C立1

函3 基準線の設定

0から30cm をウエストラインとし， ウエスト

ラインからスカート丈70cm を裾線， 40cm を

その 中間とした。

2. 伸長実験

小試験布での 伸長実験の 結果を元に， 実大試

験和でも同様の条件 で， 3種の素材で実験を行

った。

2-1 最大伸長処理

実大試験布は布が大きいため， 伸ばしが容易

ではない。 手順 は， 全体に霧 を 吹 き， 起点。

し， 対角線で布を中表に折る。 布の 変形

を菱形になるように， 45バイアス中央部から

\ ， たて， よこ布自の外側線の 方から， 布を

強く勇断変形させていく。 ( 図 4 ) 

外側の 方か ら)1関 とアイロンを何回も行

い， 二つ折りのお。バイアス中央部分だけやり

残す。 片面が終わったら， 二つ折りの もう片面

も伸ばしを行う。 二つ折りにするの は， 対角線

の左右の 伸ばしを均一にするためだが， 手勝手

が悪く， 片面だけ伸ばしがうまくいかない場合

や， 下になった和に折り自がついてしまい， や

りにくい場合がある。 その 時は， 開いて 1 枚で

伸ばしを加える。

最後に布を開いて， 起点Oから45。バイアス

中央部を強く引き， 霧を吹 いては， いせ込むよ
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起点。

Aばし方向
隠4 伸ばし方法

うにアイロンで押さえ込む。

伸ばしが終わった後， 布を平らに広げ， 起点

でつまみ ， ヲ|いてみ る。 布全体にたる みがな

く， たて， よこ布院の外側線が， 弓なりにカー

ブしないように伸ばすことが， 後の プリーツ製

作に重要な要閣となる。 たるみやゆるみが生じ

た場合は， それらが消滅するまでやり直す。

2-2 最大伸長処理後， WL全引上げ

最大伸長で伸ばした布の ， WLでの 弧線の 変

形を， 元の弧線に引き炭すように布を操作して，

WLをピンで匝定 する。 試験布Cタフタは，

小試験布の 結果から実験 を行わず， 試験布A，

Bについて行った。

2-3 測定方法及び結果

図5 - 1 は， 各試験布を， 紙の 上に基準線を

合 わせて量 き， 操作後の測定点と弧線を写した

ものである。

最大伸長処理の 試験布A， Bの ポリエステ

ル- ジョーゼットは， 450バイアス中央部での

伸びが著しく， WLで6.6cm， 7. 0cm， 裾線で

22.6 cm，22. 1 cmの 伸びを示した。 Cのタフタ

は WLで1.8cm， 裾線で6. 0cmの 伸びにとど

まった。

最大伸長処理後， WL全引き上げ操作を行っ
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①
 

。

⑥Bポリエステル・ジョーゼット

(最大伸長処理)

((VAポリエステル・ジョーゼット

①Cタフタ

⑤Bポリエステル・ジョーゼ、ツト

(最大伸長処理後、WL全引上げ)
図5-1 伸長処理布の基準線との比較(実大布)

。

図5-2 伸長処理布の重合図

④ 

た結果， 揚線での伸びが15. 6 cm， 15 . 7 cm と

なり， 約30%伸びが庚されたことになる。

関5 - 2 は5 枚の処理痛を重ねた図である。

試験布A， Bは， 最大伸長処理後 WL全引き上

げ 操作で伸びがもどされ， 共に WLでの布幅

が広がっており， ポリエステル- ジョーゼット

2種は， 同様の傾向を示していることが分かる。

図 6 は処理後， 移動した測定点を， 匝線で結

んだ 菱形に 2 本の対角線をとり， 起点O方向

に向かう対角線に対して， 90度角とのズ、レた角

度を， 鈍角方向に岡示した。 間中の破線は試験

布の変形である。 結果は， どれも， よこ地方向

のズレが大である。 Cタフタは変形が少ないた

( 27 ) 



Aポリエステル・ジョーゼット Bポリエステル・ジョーゼット

(最大伸長処理)

Aボ1)エステル・ ジョーゼット 8ポリエステ)V. ジョーゼ、ット

Cタフタ

口 o度 O点方向

1度

2度

図 3度

4度

5度 (ズレ角度の測定)
(最大伸長処理後、WL全引上げ)

関6 伸長処理後の角度のズレの分布

図7 手折りプリーツのパターン

(最大伸長処理:Aポリエステル ・ ジョーゼット)

( 28 ) 

め， ズレ角度も小さい。 í WL引上げ処理」は，

WL付近のズレ角度は減少するが， 中聞か

線では変化は少ない。

3. プリーツ製作

3-1 手折りプリーツ

(1) パターン製作

パターンは各試験布の， 変形した輪郭に合 わ

せて作る。 たて， よこ布目の外側線のカーブ の

強い所は布をもどし， WLと裾線を直線で結ぶ。

WL は， WLの円弧を使う。 これを

ハトロン紙に写し， 縫い代をつけてパターンを

作る。

図7 は， 5資料の中のl例である。 プリーツ

本数は， 各試験布のヒダi植をほぼ揃えるため，

2 のような本数になった。 両サイドが捨プ

リーツにするので奇数になる。 ヒダ稿は WL

で1 . 1，...__，1 .3 cm， 裾線で4. O，...__，4 .  4 cm となるよ



表2 処理別プリーツの本数

(本)

最大伸長処理

Cタフタ

図8 プリーツのしつけとアイ口ンセット

うにした。

ここで， アンブレラ・ プリーツスカートを作

る際の注意と布の見積もりに触れておく。 まず

布幅は， 広幅の方が， スカート丈が長くとれ

る。 ロング丈にする場合は， WLの円弧を小さ

くし， スカートの接ぎ枚数を増やすことにな

る。 従って， WLの円弧のす法が出来上がり

法の何倍になるかは， スカート丈， 接ぎ枚数か

ら検討する。 また， 事前伸ばし処理で， 円弧の

寸法が減少するので， ギャザ一倍数は減ってし

まうことも考えに入れておく。 薄地で作る場

4 �6枚接ぎのスカートにすると， 山と谷

がはっきりし， 豊かなプリーツ分量となる。 接

ぎ枚数が少ないと， プリーツが平板になり接ぎ

毘が目立つ。 接ぎ枚数を増やしても， 前中心の

自は目立つので， あきの位置と接ぎ位置の

両方を考えて， 接ぎ枚数を決めることになる。
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(2) プリーツセット

パターンは， 後のアイ口ンセットを容易にす

るために， 予め折りたたみ， くせをつけ， 再ぴ

らにもどしておく。 パターンの上に処理布を

置き， 前項の伸長操作別の設定に従い， パター

ンと和のセンターを合 わせてピンで止め， しつ

けをする。 試験布A， Bは， 薄地でパターン上

のプリーツ線が透けて克えるので， 布側からし

つけが可能だが， C タフタのように透けない布

は， ギ担額iから全体でピンを止めるか， 大まかに

しつけをした後， パターン側からしつけをかけ

る。

しつけ糸は， ぞべ糸， ロックミシン糸， 絹ミ

シン糸などがよい。 布とのすべり具合で使い分

ける。 しつけは， プリーツ折り山線上に， WL 

の縫い代側から始め， 揖も長めにかける。 しつ

けの順番は， 中央部から願にサイドに向かつて

かける。 置きじつけの要領で行い， 細かい必要

はない。 紙と紙の間に布をはさんでしつけをか

ける方法もあるが， ここでは片面のハトロン紙

だけで行った。 「手折りjでは， その方がアイ

ロンがかかり易いと思われる。

アイロンセットは， 折り山にだけ水分を与え

ながら， 160oC� 1800Cの温度で， アイロンを押

えながら移動する。 最初， 布側の折り山をすべ

てセットした後， パターン{閣のI1闘でセットし

た。 パターンは， 予めたたみぐせがついている

ので作業がし易いが， パターン側からセットす

る際， 水分でハト口ン紙がたるみ， セットを困

難にしないよう， 水分の量を少なくし， アイロ

ンの時間を増やした。 図 8 は， プリーツセット

した試験布である。

3-2 加工プリーツ

プリーツ加工業社に依頼し， アンプレラ- プ

リーツスカートを折ってもらった。 素材は， 前

項の手折りプリーツと閉じ 3種を用いた。

プリーツ加工には，

①手加工法

②マシーン プリーツ加工法

③ハンドプリーツ加工法

の 3 つの方法があるが， アンプレラ ・ プリーツ
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(バイアスどり) (たて地どり・よこ地どり)

図10 パターンのタイプ

図9 力jレトンに型入れ

は③ハンドプリーツ加工法で行う。 この方法は

予め， 型をつけた 2 枚の型紙(カルトン) の聞

に裁断した布をはさみ， たたみ 込んで、ヒダづけ

を行う方法である。 ( 図的

布地には， 前項の手折りプリーツと陪様に，

点描と弧線で基準線を入れた試験布を 1 種につ

き 2 枚ずつ計 6 枚用意した。

(1) パターンの種類

パターンは， 希望に応じてヒダ数， ヒダ幅も

多種多様の中から選択し， 対応してくれるが，

なければ， 新しく作ることも可能である。

するカルトンは， スカート以外の部分使いも含

め， 膨大な量になる。

図10のようにパターンは大きく 2 つのタイプ

に分かれる。 バイアスどりと， たて地， また

図11 加工プリーツのパターン

(①のパターン)

は， よこ地どりである。 ここでは， バイアスど

りで依頼した。

(2) 型入れとプリーツセット

カルトンに布をはさむ(型入れ) 時， 事後の

布の垂れ分(伸び分) を考え， 経験的に「少し

引っ張るjなどの操作をしている， ということ

である。 今回は， 次の 2種類の方法で， プリー

ツセットを依頼した。

に型入れ

全く垂れ分(伸び分) を考慮しない方法
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A B C 8 
(最大伸長処理) (最大伸長処理後、 WL全引上げ)

i手折りプリーツ]

A B C A 8 
4.5cm 

C 
2.0cm 4.5cm 

(伸ばしなし;直角に型入れ)
[加工プリーツ] (1申ばし処理)

図12 下垂実験

②中央バイアス方向で， 垂れ分(伸び分) を

落として(ヲ|いて) 型入れする方法

垂れ分を業社に任せた結果， 試験布A， Bポ

リエステル- ジョーゼットは4.5cm， Cタフ

タは， 2. 0cmで、行ったと報告があった。

その結果(図11 )

①のパターンは表プリーツ20， 陰プリーツ21

の計41本

②のパターンは表プリーツ1 9，

の計39本となった。

リーツ1 9

プリーツセット温度は， 1150C， 蒸熱セット

ボックスで， 30"-'40分処理される。

( 31 ) 

3-3 測定方法及び結果(図12)

(1) 手折りプリーツ

紙と一緒にプリーツセットし， 一自 した

後， 試験布をパターンからはずす。 ウエストに

縫い代を残し ， 裾 は 最 初の設定 の 裾線 に ，

1 cm つけて裁ち切った。 WLに糸を通し， 回

し20日間下垂放置し， 写真撮影した。

「 最大伸長処理」では， 試験布A， Bのポリ

エステlレ ・ ジョーゼットは， プリーツ折り山に

著しいねじれは生じていないが， 両端のたて，

よこ布目付近では， 裾の方でカーブが始まって

おり， プリーツ聞の開きが見られる。 しかし

í WL引上げJ処理を行った結果， 折り山のカー



ブが治えて， たて， よこ布目部位でプリーツが

垂直に下りるようになった。

(2) 加工プリーツ

WLに糸を通し， 受取りから20日間垂下放置

し， した。

試験和A， Bのポリエステル ・ ジョーゼット

は， 伸ばしの有無に関係なく中間から裾にかけ

て， プリーツ折り山にねじれが出ている。 Cタ

フタは， I伸ばしなしJI伸ばし処理」共に， プ

リーツ間の開きはあるが， ねじれは出ていなし、。

V 結果及び考察

1. 伸長実験と角度のズレの考察

1-1 最ブ

最大伸ばしを行った試験布， ポリエステル ・

ジョーゼットA， Bが450バイアス中央部で伸

びが 大きく， 試験布A は， 元 の基準線 より

WL， 中間， 裾線， の11顛に6. 6 cm， 1 6 . 4 cm， 

22 . 6cm ， 試 験 布3は ， 7. 0 cm， 1 6 . 3 cm， 

22. 1 cm の伸びを示した。 また， A， Bは， よ

こ地方向にも伸びが見られた。 これは， 伸ばし

の際の手勝手によるものと， 布の組織によるも

のと考えられる。 特に試験布 Bは， 布に織り

の粗さと弾力があり， 伸ばした後にもどり感が

あった。 Cタフタは， 中央部の伸びが少なく，

WL 1 . 8cm， 中間4. 0cm， 裾線6. 0cm で， た

て， よこ地方向の伸びも均一になっているが，

布が硬く伸ばしにくかった。

1-2 最大伸長処理後， WL全引上げ

最大伸長処理後の WLの伸び寸法を元にも

ど すと， 伸び寸法は WLではOcm となる。

中間， 裾線では試験布A は， 9. 9 cm， 15. 6 cm 

となり， 最大伸長処理の寸法が中間で39%， 裾

線で31 %もどされた結果となった。 試験布 B

では， 9. 9 cm， 15. 7 cm となり， 39%， 29%の

伸びがもどされているが， 450バイアス中央部

から揖は， 最大伸長処理の伸びが残っている。

1-3 角度のズレ

伸長処理後の WL引上げで， 伸びが元にも

どされても， 450 中央部のマス自の個々の角度

( 32 ) 

のズレは変化が少なく， 布のもどりが， たて，

よこ布自の近辺と， WLになっていることが分

かる。 角度のズレの値は， 布が強く伸ばされた

部位を示しており， 最大伸長処理実験を行う

際， 意識して， たて， よこ布巨の外側線から勇

断変形を行った結果である。 図 6 が示す通り，

試験布A， Bでは， ょこ地方向が伸びているこ

とが分かる。 これは， 素材の諸元と関わりがあ

ると考える。

2. プリーツ形状の考察(図12)

2-1 手折りプリーツ

プリーツ折り山の下垂写真を見ると， 明らか

に， 事前伸長処理布よりも， その後 WL引き

ょげを行った試験布A， Bの方が， たて， よこ

自の折り山が垂直に下り， 後のプリーツ接ぎ

目への影響が少ないことが予測できる。 C は折

り山に開きが出ている。

2-2 加工プリーツ

「伸ばしなしJ と「伸ばし処理Jを比較する

と， 試験布A， B， どちらも， プリーツセット

後に， 布の垂れによる裾付近でのねじれが見ら

れる。 これは， 伸ばしの不足と考える。 Cタフ

タは， ねじれが全くなく， 伸ばし2. 0cmが美

しい。

v[ 総 十苦

手折りでアンブレラ ・ プリーツスカート製作

する際の， プリーツセット前処理方法として

「最大伸長処理J， I最大伸長処理後， WL全引

の 2 方法の実験を行い， プリーツセット

後の折り山形状を観察し， 素材別の適正な事前

処理を考察した。 素材は， 熱可塑性のあるポリ

エステル3種で， 諸元の異なるポリエステル ・

ジョーゼット 2種とタフタを用いた。 また同じ

素材で， 業社に加工プリーツを折ってもらい，

手折りと加工のプリーツを比較 ・ 考察した。 結

果は以下の通りである。

(1) 素材について

百ポリエステル ・ ジョーゼットのように， 平

面重が大の布は布の自重で伸びるため，



ばし処理を最大に行う必要がある。 また， Bの

ように組織 ・ 構成が入りくんでいる布は， 布の

もどり感があるため， 伸ばしがやりにくい。

Cタフタのように硬く， 張りがある布は， 伸

びが少ないので プリーツセット後の折り山のね

じれが少ない。 したがって， 最大に伸ばす必要

はない。

(2) 伸ばし処理について

加工プリーツは， プリーツセットは安定して

いるが， ポリエステルA，Bのように， 垂れの

ある布においては， 充分な事前伸ばしが不足し

ているといえる。 しかし， Cタフタは， I型入

の際， 垂れ分を少し引いて行う程度で美し

いプリ…ツになる。

手折りプリーツは， I最大伸長処理」 では，

たて， ょこ布自近くに急激な布目変形が起き

( 33 ) 

る。 したがって「最大伸長後， WL 

操作をすることで， たて， ょこ布目付近の布爵

変形が元にもどされ， プリ…ツ

ようになり， 接ぎ目

きる。 接ぎ自については， 今後の課題としたい。

最後に， 本研究をまとめるにあたり，

供いただきました井上プリ

く御礼申し上げます。
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